
＜ラムサール通信＞ 

2021年８月14日発行 第207号 

●第31回ラムサールセンター総会報告●

６月19日（土）13時30分から、ラムサールセンター（RCJ）の第31回総会が、会員16人の出席で開催されま

した。昨年に引き続き今年度の総会も新型コロナウイルス感染症の影響を鑑みて、オンラインでの実施となりまし

た。開会冒頭に、岩崎慎平会長からの挨拶がありました。 

昨年に続き2回目のオンラインでの総会の実施となりましたが、全国各地にいる役員、フェローや会員の皆様に

参加いただきました。久しぶりにお会いできた方も多く、オンライン開催のメリットを活かすことができました。

また、今年度は感染症対策に留意しながら、現地会場で会長、事務局長ほか数名が参加し、オンライン参加と合わ

せたハイブリッド形式で実施しました。今のご時世、なかなか会員一同が集まり話し合う機会を設けることが叶い

ませんが、遠く離れている方々や普段お会いできない方も、ラムサールセンターの活動に興味を持ち、総会に参加

いただけたこと、大変うれしく思いました。参加いただいた皆様、ありがとうございました。 

事務局長 北本 健人 

総会出席者：新井、磯崎、岩崎、大原、亀山、北本、佐藤奈津子、鈴木詩衣菜、苑原、田辺、富岡、中村玲子、 

名執、藤岡、武者、山田 

＊ ＊ ＊ 

[Ⅰ］2020年度（2020年４月～2021年３月）の活動報告 

ラムサールセンター（RCJ）の2020年度の活動は、新型コロナウイルス感染症の影響により、国内外での情報交

流、視察等の活動の機会が大きく失われましたが、ウェブ会議システム等を用いたオンライン環境を導入しながら

国内外パートナーとの情報共有の機会を多く作り、そうした中で日本およびアジアにおける各種事業の実施、情報

収集を行いました。 

１ 国内における主な活動 

2020年度における国内でのRCJの活動は以下のとおりです。 

活動名 日時 内容 
1. コウノトリKODOMO 

かいぎへの協力（担当：北本

健人さん、中村大輔さん） 

2021年３月26日 兵庫県豊岡市での、国内のコウノトリの生

息地に住む子どもたちがオンライン上で

交流を行う「コウノトリ KODOMO かいぎ」

（主催：豊岡市）に対し、RCJが当日の運

営支援を行いました。 

2. 環境省補助事業「野生動物観

光促進事業」への協力 

（担当：中村玲子さん、武者

孝幸さん） 

- 

インテムコンサルティングの同事業に、ラ

ムサールセンターとして協力し、ラムサー

ル条約登録湿地を紹介する英字 Web サイ

ト"People, Wetlands, Wildlife"を制作

しました。 
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２ アジアにおけるRCJの主体事業 

2020年度におけるアジア各地でのRCJの活動は以下のとおりです。 

 

（１）「インド洋ベンガル湾岸諸国の湿地協力国際ネットワークの構築」（BoBWeT活動） 
＊経団連自然保護基金助成事業（担当：岩崎慎平さん） 
・ベンガル湾諸国の湿地保全の国際協力推進に賛同する団体と個人からなる「ベンガル湾湿地パートナーシップ：

BoBWeT」をプラットフォームとして、Facebook「Bay of Bengal Wetland Partnership」を活用したベンガル湾湿

地に関する現地情報を発信しました。その他、BoBWeTパートナーの協力を得て、下記４つの活動を主に実施しま

した。 

 

①先進事例活動：2019年度に開催した「雨水貯留研修」で得たノウハウを踏まえ、インド・オディッサ州沿岸部に

あるコミュニティを対象に、学校内での雨水貯留施設の設置および研修を行いました。 

②ベンガル湾湿地調査：新型コロナウイルス感染拡大が、ベンガル湾岸諸国の湿地周辺住民の暮らしや自然資源の

利用等に及ぼしている影響、人々の適応戦略等に着目して、インド・バングラデシュ・ミャンマー・タイ・マレ

ーシア・インドネシア・スリランカで調査を実施しました。その他、スリランカ国ラムサール登録湿地を紹介す

る冊子制作、ベンガル湾湿地のワイズユースを高めるツールとして注目されているクラブバンク・カニ肥育のマ

ニュアル制作に向けた調査を実施しました。 

③BoBWeTオンラインワークショップ：②の調査等で得た知見を基にして、2021年２月20日、ZoomでBoBWeTオン

ラインワークショップを開催しました。９件の口頭発表およびフリーディスカッションを実施。計 25人（10カ

国）が参加しました。 

④活動成果の共有・発信：Facebook記事に加え、BoBWeTの HP（http://ramsar-cj.site/bobwet）を開設、成果物

を公開しました。2020年度は「BoBWeT Information Sharing Report 2019-2020: Lessons Learned」、「BoBWeT 

Online Workshop: Impacts of COVID-19 on Wetland Communities of the Bay of Bengal Region」を制作し、

HP上で公開しています。 

 

（２）「バングラデシュ国テクナフ半島の住民によるベンガル湾岸資源保全とSDG14の達成」 
＊トヨタ環境活動助成プログラム（担当：田辺篤志さん） 
・本事業は2019年1月からの２カ年事業で、2020年12月に事業を終了する予定でしたが、新型コロナウイルスの

影響により2021年3月まで事業を延長して実施し、無事に終了しました。 

・2020年度はバングラデシュにおいても外出禁止令が出され、４月～６月にかけてカウンターパートであるバング

ラデシュPOUSHのメンバーも事務所に行くことができませんでしたが、電話やメール等による現地との密なやり

取りにより、事業の変更や遅れがほぼ発生することなく事業を進めることができました。 

・主な事業として、2019年度に引き続き、ウミガメの保護や植林、ナレッジセンターの運営などを行い、ウミガメ

の保護では800個の卵を孵化場（保護エリア）に移したことに加え、５月に植林した木の管理を引き続き行いま

した。 

・2020年 12月には評価ワークショップとして、日本と活動地であるバングラデシュのコックスバザールの会場を

オンラインでつなぎ、ワークショップを実施しました。日本からはオンライン参加者含め約30人、現地からは漁

業者や政府高官など約 30 人が参加し、成果の報告と、土居正典さんによる日本の水産業と ODA 事業の紹介を行

いました。 

 

（３）「インド国オディッシャ州ゴパルプール地区の住民による『持続可能な生活林』づくり」 
＊国土緑化推進機構 緑の募金支援事業（担当：大原みさとさん） 
・インド・オデイッシャ州のハリケーンで被害があった土地を植林で緑化するプロジェクトを、2018年度、2019年

度に続き実施しています。現地NGOパリシュリーが主体となり、ローカルコミュニティで女性を中心とした植林

管理グループを形成、植林の研修等を行いながらコミュニティの緑化を進めています。 

・2021年６月末で３年のプロジェクトが完了します。  
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（４）「ミャンマー国ウトゥ村の”マングローブ”再生および周辺村への展開と環境普及啓発」 
＊トヨタ環境活動助成プログラム（担当：亀山保さん、中村玲子さん） 
・３月にヤンゴンにて、アジア各国からの参加者を含むワークショップと現地ウトゥ村訪問を計画しましたが、新

型コロナウイルス感染症の影響により直前で中止となりました。 

・４月からコロナの影響でミャンマー国内移動も禁止となりましたが、現地ではマングローブの苗木３万本が採集

され、村の苗床で順調に育成しています。 

・11 月に現地のマングローブ林の野外調査を経て、地元の森林局より公的保護林（PPF）の申請が首都ネピドーの

森林局本部へ提出されました。PPF は今回の目標であるコミュニティ・フォレストリ（CF）認定への前段階にあ

たるものです。 

・その他の自然環境調査やエコツーリズム視察研修など多くの活動は、2020年度は実施できませんでした。 

 

４ RCJの基本活動 

 RCJ発足以来、もっとも重要な活動と位置づけて継続してきたものです。今年度は以下のとおり実施しました。 

 

（１）＜ワイズユース＞ワークショップ 
 第108回、109回の２回を開催。 

 

（２）「ラムサール通信」の発行とHPによるCEPA活動 
 ラムサール通信は第200号～205号まで５号を発行。 

 

 

５ 2020年度におけるラムサールセンターの主な活動内容 

2020年 （参加者敬称略） 

５月10日 ラムサール通信200号発刊 

７月４日 ラムサール通信201号発刊 

８月２日 

第108回＜ワイズユース＞ワークショップ 

「アフリカ大型類人猿ボノボの湿地利用」開催（話題提供：寺田佐恵子）（オンライン） 

（市川、岩崎、亀山、北本、小山、佐藤奈津子、黒澤優子、黒澤信道） 

８月22日 第30回ラムサールセンター総会（オンライン） 

10月 PWW 野付半島、尾瀬への取材実施協力 

10月10日 ラムサール通信202号発刊 

10月26日 ラムサール条約登録湿地関係市町村会議 出席（北本） 

10月30日 

Brainstormingワークショップ（How can we communicate effectively with wetland 

stakeholders in wetlands during the COVID-19 Pandemic?）開催（オンライン） 

（新井雄喜、岩崎、亀山、中村玲子） 

11月11日 
Pre-Asian Wetland Symposium 2021 Webinar企画協力・参加 

（新井雄喜、岩崎、亀山、中村玲子） 

11月 PWW 東よか干潟、肥前鹿島干潟、荒尾干潟への取材実施協力 

11月19日 ラムサール通信203号発刊 
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2020年 （参加者敬称略） 

12月５日 

第109回＜ワイズユース＞ワークショップ 

「The fisheries in Japan and Japanese ODA projects 」開催 

（話題提供：土居正典）（オンライン上） 

（新井雄喜、岩崎、大村、尾崎、亀山、北本、黒澤優子、黒澤信道、小林、小山、佐々木優、佐

藤奈津子、佐藤湧馬、田辺、土居、長倉、中村玲子、武者、山田） 

12月12日 
豊岡市コウノトリKODOMOかいぎ 現地視察 

（尾崎、北本、中村大輔） 

12月20日 ラムサール通信204号発刊 

 

 

2021年  

２月 PWW 濤沸湖への取材実施 

２月20日 

BOB-Wetワークショップ (“Impacts of COVID-19 on Wetland Communities of the Bay of 

Bengal Region”) 開催 

（新井卓治、新井雄喜、岩崎、亀山、北本、中村玲子、武者） 

３月７日 ラムサール通信205号発刊 

３月９日 PWWサイト 新規作成ページ更新 

３月18日 
Quarterly Meeting of BoBWeT開催（オンライン） 

（新井雄喜、岩崎、亀山、中村玲子） 

３月28日 
豊岡市コウノトリKODOMOかいぎ 当日運営補助 

（尾崎、北本、佐藤、中村大輔、中村玲子） 

 

 

６ 2020年度の組織体制 

 会  員 2021年３月末現在 89人 

 会  長 岩崎慎平（福岡女子大学） 

 副 会 長 新井雄喜（信州大学）、大原みさと（インテムコンサルティング）、 

小山文大（大森海苔のふるさと館）、田辺篤志（環境コンサルタント） 

中村大輔（滋賀県小学校教員） 

監  事 藤岡比左志（WAVE出版） 

 

事務局長 北本健人（ダイナックス都市環境研究所） 

 

 

［Ⅱ］2020年度（2020年４月～2021年３月）決算報告 

＊９ページ参照 

 

 

［Ⅲ］2021年度（2021年4月～2022年３月）活動計画 

○新型コロナウイルスの影響を鑑みた活動への基本的な考え方について 

新型コロナウイルス感染症の影響は国内外でも大きく、引き続き役員、事務局、会員、国内外パートナーをはじ

めとした RCJ メンバーの安全を配慮しながら活動を継続いたします。そしてこの新型コロナ禍でオンラインツー
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ルが急速に発展し、ラムサールセンターの活動におきましても、オンラインワークショップの開催や、自治体が実

施したオンラインでの子どもの学習・交流イベントへの支援などの試験的な取組を昨年度実施しました。オンライ

ンツールの導入により、これまで距離や時間の制限によって参加できなかった人たちも参加できるという大きなメ

リットもあることから、引き続き Web 会議システム等も併用しながら会議やワークショップ等を実施し、より一

層のCEPA活動の展開を目指します。 
また、新型コロナウイルスのワクチンも国内外で普及し始め、この「災害」の解決に向けた終着点が見えてきた

かに思われます。オンラインというツールは上記のような利便性はあるものの、やはり対面で会うこと、イベント

を開催することの完全な代替とはなりません。国や自治体においても自粛による制約ではなく、感染症対策に十分

注意しながらも積極的に対面の場を設ける動きが見られます。 
オンライン、対面の両方のメリットを活かし、新型コロナウイルスの感染の動向に留意しながら、オンライン、

対面の両方での活動展開を目指します。 
 

○2021年度における（2021年4月～2022年３月）活動計画について 

今年度は一昨年度掲げた、第10期中期計画の達成を目指します。目標年次が2021年度であることから、2021年

度総会において目標達成の評価を行い、次なる活動計画を立てることを予定しております。 

第10期中期計画（目標年次：2021年度） 

目標１：ベンガル湾湿地パートナーシップに加盟するパートナー間の緊密なコミュニケーションと情報共有を図

り、ベンガル湾諸国の湿地環境と優良事例の情報を発信し、草の根レベルからベンガル湾ラムサール地

域イニシャチブの主流化に貢献する 

目標２：日本およびアジアにおける CEPA 活動に多くの会員が関わる機会を増やし、組織の中核となる会員の人

材育成を図る。 

目標３：KODOMOラムサール活動の成果をとりまとめ、日本および国際社会に情報を発信する努力をおこなう。 

目標４：新執行部の柔軟かつ明確な役割分担を実現させ、安定的な組織体制を整備する。 

目標５：組織の財政を見直し、ボランティア精神に基づく健全な組織運営を整備する。 

 
１ 国内における主な活動  
①「コウノトリ国際かいぎ支援」（兵庫県豊岡市） 

2021年 3月に実施した「コウノトリ KODOMOかいぎ」の支援に引き続き、2021年 10月に開催される「コウノ

トリ国際かいぎ」への支援を実施します。KODOMOかいぎに参加した子どもたちが国際かいぎにも出席予定で、国

際かいぎの場で子どもたちが意見を発表できるよう、当日の運営支援を行う予定です。 

 

上記に加え、例年どおり以下のような活動に取り組みます。 

・ラムサール条約登録湿地関係市町村会議への協力 

・国内湿地（新規登録湿地）の現地調査 

・KODOMOラムサール湿地交流に関する活動、支援 

・その他 

 

２ アジアにおけるRCJの主体事業 
助成金の活動年度終了に伴い、昨年まで実施していた経団連自然保護基金助成事業、バングラデシュでのトヨタ

環境活動助成プログラム、インドでの国土緑化推進機構緑の募金支援事業は終了いたしました。海外での助成事業

プロジェクトは以下のとおりとなります。 

 

①「インド・チリカ湖集水域におけるゾウとヒトの共生圏の創造に向けた生息地管理および環境教育」（地球

環境日本基金事業） 
2021年４月から2023年３月までの３年計画事業として、地球環境日本基金事業にて新たに採択された事業で
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す。人とゾウとの軋轢の減少を目的に、①住民の認識調査、②生息地管理、③被害対策、④関係者の体制構築を

行います。住民組織化と行政関係者との連携により、プロジェクト後の活動継続につなげるとともに、インドで

ゾウとヒトの共存を実現するための住民主体の現実的な活動モデルケースを提示します。 

 

②「ミャンマー国ウトゥ村の”マングローブ”再生および周辺村への展開と環境普及啓発」 
（トヨタ環境活動助成プログラム） 

2020年１月～2021年 12月までの２年計画事業です。新型コロナウイルス感染症の影響で 2020年度に予定通

りの活動ができず、遅れを取り戻そうと諸々計画していますが、２月ミャンマー国軍によるクーデターが起き、

その後一切の活動がストップしました。２年目の現地への送金も困難という厳しい状況が続いているので、今後

は現地の状況を注視し、現地カウンターパートと密に連絡をとりながら、柔軟な対応で事業を進めます。 

 
３ その他の主な活動 
・2021年７月５日から９日にかけてオンライン開催された第9回アジア湿地シンポジウムにて、ラムサールセンタ

ーの複数の会員、役員が発表を行いました。ラムサールセンター役員のオーラルセッションの内容は以下のとお

りです。 

新井 雄喜 Impacts of the COVID-19 Pandemic on Small-Scale Fishing Communities of Thailand and 

Bangladesh － Recommendations for Enhancing Resilience 

岩崎 慎平 Swimming Crab fishery management through crab bank: lessons learned from Japan and 

Thailand 

北本 健人 Wetland environmental education program "KOUNOTORI KODOMO Meeting" using an online 

conference system 

 

・令和３年度、国土緑化推進機構の緑の募金事業に、バングラデシュPOUSHを現地カウンターパートとして、「バン

グラデシュ国テクナフ半島の住民による森林再生」という事業名で申請資料を提出し、採択されました。 

・パリシュリの地球環境基金助成事業「インド国ベンガル湾岸湿地（バフダ入江およびルシクリヤ河口）における

環境保全型クラブバンクの推進とプラスチックフリーエリアの開発」（３年目）には会長の岩崎慎平さんが代理人

として協力します。 

・2021年 10月 27日に聖学院大学政治経済学部公開講演会 2021「ポストコロナ時代の環境保全活動へのいざない

―ローカルな協働とグローバルな連帯へ―」を開催します。この企画はラムサールセンター共催の下、コーディ

ネータに鈴木詩衣菜さん、講師に岩崎慎平さん、佐藤琢磨さん、中村玲子さんがそれぞれ発表します。参加申込

の詳細は聖学院大学HPに掲載されますのでご確認ください。 

 

４ RCJの基本活動 
・＜ワイズユース＞ワークショップ（オンライン開催含め、年４回程度実施予定） 

・ラムサール通信、HPによるCEPA活動 

・HPのリニューアル 

 

５ 2021年度の組織体制 

 会  員 2021年３月末現在 89人 

 会  長 岩崎慎平（福岡女子大学） 

 副 会 長 新井雄喜（信州大学）、大原みさと（インテムコンサルティング）、 

小山文大（大森海苔のふるさと館）、田辺篤志（環境コンサルタント） 

中村大輔（滋賀県小学校教員） 

監  事 藤岡比左志（WAVE出版） 

 

事務局長 北本健人（ダイナックス都市環境研究所）  
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●2021年度の会費の納入をお願いします● 

コロナ禍の中、今だからこそますます必要とされるNGO活動がラムサールセンターでも動き始めています。今年

度もRCJ会員の皆さんに、会費（年8,000円)の納入をお願いしたいと思います。RCJの登録会員数は現在95人で

すが、2020年度年会費納入率は47%でした。 

ボランティア団体であるRCJの活動の根元を支えるのは、活動に賛同する個人の方からの会費です。会費納入に

よるラムサールセンターの活動協力をよろしくお願いします。 

なお、2020 年度、2021 年度の会費を納めたかどうかわからない方は、メールまたはファクスでお問い合わせく

ださい。新しく会員になってくださる方、大歓迎です。問い合わせ先：事務局・佐藤 ramsarcj.nakamura@nifty.com 

 

 

 

●振り込み先は、以下へお願いします。 

 

 

●会員拠出金のご協力者を募ります● 

会員拠出金制度は、任意のボランティア団体であるRCJの基礎的活動の維持・存続のために、2002年度に設置さ

れた活動資金協力制度です。１口５万円で何口でも協力でき、受け付けは随時、協力者からとくに申し出がない限

り、年度末に自動更新となります。 

会員拠出金は会費とならぶ貴重な資金源であり、RCJの活動を維持、遂行するための貴重な財源です。RCJの活動

へのご理解とご協力、また真のボランティア団体としてRCJを存続させるために、改めて出資、協力会員を募りま

す。 

会員拠出金のガイドラインは以下のとおりです。協力の意思のある方は、事務局までご連絡ください。 

 

①１口５万円で、1人何口でも受け付けます。 

②受け付けは随時、年度末に自動更新されますが、申し出があれば返金されます。 

③申し出があれば、年度途中でも解約に応じます。 

 

●お問い合わせは右記のアドレスまでお願いします ramsarcj.nakamura@nifty.com 

＜ゆうちょ銀行口座＞ 

口座番号：１０１３０－５１５７７２２１ 名義：ラムサールセンター 

・他の金融機関からのお振込の場合 

店名〇一八（ゼロイチハチ）店番０１８ 普通預金 口座番号５１５７７２２ 

 

＜三井住友銀行口座＞ 

下丸子（しもまるこ）支店（８１０） 普通預金口座：０６８４０８４ 

名義：ラムサールセンター事務局長 北本健人 

※ 郵便振替口座は閉鎖しました。 

※ 現金書留でもお受けします。請求書、領収書の必要な方はご連絡ください。 
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ラムサールセンター第31期会計報告（2020年4⽉1⽇〜2021年3⽉31⽇）
貸借対照表  （単位・円）

【流動資産】 【流動負債】
現⾦・預⾦ 7,068,224 短期借⼊⾦ 0

未払⾦ 3,276,713
売掛⾦ ※1 676,148 負債の部合計 3,276,713

会員拠出⾦※２ 4,860,000
利益剰余⾦ ▲ 392,341
 その他利益剰余⾦ 0
 繰越利益剰余⾦ 1,512,384
 (うち当期未処分損失） (1,904,725)
純資産の部合計 4,467,659

資産の部合計 7,744,372 負債及び純資産合計 7,744,372

収⽀決算書  (単位・円） 
[収⼊] 7,930,740

456,000
0
0

1,940,000
29

\10,326,769

[⽀出] 77,150
469,200
121,724
92,121

5,077,240
932,000
60,059

5,382,000
20,000

\12,231,494

当期合計 \-1,904,725

通信連絡費
事務管理費
借損役務費
⼈件費
物品購⼊
事業費※３
雑損

計

旅費交通費

資産の部 負債の部

資本の部

受託収⼊
会費収⼊
ワークショップ参加費収⼊
頒布物収⼊
寄付収⼊
その他利⼦等

計

会議費
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2019年4⽉1⽇から2020年3⽉31⽇までの2019年度にかかる計算書類および付属明細書
を監査いたしましたが、財産および収⽀の状況をすべて重要な点において適正に表⽰し
ているものと認めます。以上、報告いたします。

会計監査 藤岡⽐左志

※１ 国⼟緑化推進機構緑の募⾦（136万、2019-20：インド)の未⼊⾦です。

※２ 会員拠出⾦は昨年度から１名5万円分増え、現在12⼈から486万が計上されています。

※３ 事業費は、各助成⾦事業の現地カウンターパートの活動費等、および助成⾦事業⽀援のた
めの国内スタッフのアルバイト代を指します

会計監査報告書

2021年8⽉11⽇
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〇収入
金額

受託収入
トヨタ（ミャンマー）未計上分、国土緑化推進機構等受
託未計上分、地球環境日本基金事業

¥5,095,000

会費収入 ￥8,000×60人（全会員の約6割） ¥480,000
¥5,575,000

〇支出
金額

会議費 ¥10,000

旅費交通費
市町村会議、湿地学会、湿地調査、RCJ役員会等におけ
る役員移動費

¥300,000

通信連絡 ¥100,000
事務管理費 ¥80,000
借損役務費 トヨタ（ミャンマー）国土緑化推進機構、事務局等 ¥1,000,000
事務局人件費 トヨタ（ミャンマー）事務局等 ¥300,000
海外カウンターパート支援金 ¥1,700,000
物品購入 ¥50,000
事業費 ¥2,000,000
雑損 ¥35,000

¥5,575,000計

ラムサールセンター第32期（2021年度）（2021年4月1日～2022年3月31日）

品目

計

品目
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